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＜再生計画具現化のイメージ＞ 

地元・行政・地下街との連携を強化し相乗効果を生み出すことで 
地域の持続的な活性化につなげる 

新しい業態・特産品の開発 
小田原ブランドの発信 
地域イベントの開催 

参加型ワークショップの開催 
市民による地元ならではの案内 

地域資源の掘り起こし 
地場産業の振興 

市民イベントの活性化 
小田原の情報発信 

小田原周辺地域との関係強化 
回遊性強化 

小田原の魅力の編集 
地元テナントへの営業サポート 
交流の場となるイベントスペース 
地元のイベントとのタイアップ 
市民活動の場の提供 

タウンウォーキングへの誘導 
利便施設の提供 

連携 連携 

連携 

 地下街の再生には、地元、行政、地下街が連携し、それぞれが持つ強みを活かしていくことが重要で

ある。三者が連携し、それぞれの役割を果たすことで、地下街再生のテーマである「交流と創造の場」を

具現化していくことが出来る。 
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